
4

は、必要となる分散プロトコルが十分に有限ならAPI

として提供し、API として提供できないぐらい多様
性を持つならプログラムのロード機構が必要になる。
よって、type 2 で様々な Protocol Engine を実装す
る必要がある。

6. type2によるルーティングアルゴリズムの
実装

type2による Federated Lindaの実装には、Proto-

col Engineによるタプル空間のルーティングアルゴリ
ズムが必要になることを述べたが、我々は既に、Dis-

tance Vector型ルーティングプロトコルを行う type2

の Federated Lindaの実装を持っている [3]。この方
式は実装が容易という長所がある半面、ルーティング
情報の伝播が遅いほか、ネットワークの規模が大きく
なるとさまざまな運用上の問題がでてくるという欠点
がある。そこで、今回新たにルーティングテーブルの
収束速度やネットワークのスケーラビリティに対して
優位なルーティングアルゴリズムである。コンパクト
ルーティング (Cowen,[4])を行う Protocol Engineを
実装した。

7. 実装の詳細

コンパクトルーティングを実装した Protocol En-

gineが持つルーティングテーブルはタプル空間に格納
された XMLファイルから生成される。ルーティング
テーブルとタプル空間でやり取りされる XMLデータ
の関係を図 7に示す。

!"
#$
$

%&
'(
)*+
,-
./
01
$+
.2
13
40'
5.
06
'7
)8

9:
::
:4
;

$$%
)7
$6
'<
+(
2
34
94
$

)7
*=
34
0'
5.
06
'7
)89
::
:9
4$)
)03
49
>4
?;

$$%
)7
$6
'<
+(
2
34
:4
$

)7
*=
34
0'
5.
06
'7
)89
::
::
4$)
)03
4:
4?;

$$%
0.
+=
2
.@
A$
=7
)3
40'
5.
06
'7
)8

9:
::
:4
$)7
*=
34
0'
5.
06
'7
)89
::
::
4?;

$$%
?&
'(
)*+
,-
./
01
;$

!"
#$
$

%&
'(
)*+
,-
./
01
$+
.2
13
40'
5.
06
'7
)8

9:
::
:4
;

$$%
)7
$6
'<
+(
2
34
94
$

)7
*=
34
0'
5.
06
'7
)89
::
:9
4$)
)03
49
>4
?;

$$%
)7
$6
'<
+(
2
34
:4
$

)7
*=
34
0'
5.
06
'7
)89
::
::
4$)
)03
4:
4?;

$$%
0.
+=
2
.@
A$
=7
)3
40'
5.
06
'7
)8

9:
::
:4
$)7
*=
34
0'
5.
06
'7
)89
::
::
4?;

$$%
?&
'(
)*+
,-
./
01
;$

!"
#$
$

%&
'(
)*+
,-
./
01
$+
.2
13
40'
5.
06
'7
)8

9:
::
:4
;

$$%
)7
$6
'<
+(
2
34
94
$

)7
*=
34
0'
5.
06
'7
)89
::
:9
4$)
)03
49
>4
?;

$$%
)7
$6
'<
+(
2
34
:4
$

)7
*=
34
0'
5.
06
'7
)89
::
::
4$)
)03
4:
4?;

$$%
0.
+=
2
.@
A$
=7
)3
40'
5.
06
'7
)8

9:
::
:4
$)7
*=
34
0'
5.
06
'7
)89
::
::
4?;

$$%
?&
'(
)*+
,-
./
01
;$

!"
#$
$

%&
'(
)*+
,-
./
01
$+
.2
13
40'
5.
06
'7
)8

9:
::
:4
;

$$%
)7
$6
'<
+(
2
34
94
$

)7
*=
34
0'
5.
06
'7
)89
::
:9
4$)
)03
49
>4
?;

$$%
)7
$6
'<
+(
2
34
:4
$

)7
*=
34
0'
5.
06
'7
)89
::
::
4$)
)03
4:
4?;

$$%
0.
+=
2
.@
A$
=7
)3
40'
5.
06
'7
)8

9:
::
:4
$)7
*=
34
0'
5.
06
'7
)89
::
::
4?;

$$%
?&
'(
)*+
,-
./
01
;$

!"
#$
$

%&
'(
)*+
,-
./
01
$+
.2
13
40'
5.
06
'7
)8

9:
::
:4
;

$$%
)7
$6
'<
+(
2
34
94
$

)7
*=
34
0'
5.
06
'7
)89
::
:9
4$)
)03
49
>4
?;

$$%
)7
$6
'<
+(
2
34
:4
$

)7
*=
34
0'
5.
06
'7
)89
::
::
4$)
)03
4:
4?;

$$%
0.
+=
2
.@
A$
=7
)3
40'
5.
06
'7
)8

9:
::
:4
$)7
*=
34
0'
5.
06
'7
)89
::
::
4?;

$$%
?&
'(
)*+
,-
./
01
;$

!"
#$
$

%&
'(
)*+
,-
./
01
$+
.2
13
40'
5.
06
'7
)8

9:
::
:4
;

$$%
)7
$6
'<
+(
2
34
94
$

)7
*=
34
0'
5.
06
'7
)89
::
:9
4$)
)03
49
>4
?;

$$%
)7
$6
'<
+(
2
34
:4
$

)7
*=
34
0'
5.
06
'7
)89
::
::
4$)
)03
4:
4?;

$$%
0.
+=
2
.@
A$
=7
)3
40'
5.
06
'7
)8

9:
::
:4
$)7
*=
34
0'
5.
06
'7
)89
::
::
4?;

$$%
?&
'(
)*+
,-
./
01
;$

-(<01

B1@C1@

-(<01

B1@C1@

-(<01

B1@C1@

-(<01

B1@C1@

D@')'5'0$

1+,*+1
&'()*+,-./01

#'5.0+1)

-./01

#.+=2.@A$

-./01

D@')'5'0$

1+,*+1

D@')'5'0$

1+,*+1

&'()*+,-./01

#'5.0+1)

-./01

#.+=2.@A$

-./01

&'()*+,-./01

#'5.0+1)

-./01

#.+=2.@A$

-./01

図 7 ルーティングテーブルとタプル空間でやり取りされる XML

データの関係

また、Local Access Protocol, Link Configuration

に関しては Distance Vector型ルーティングを行う実
装 [3]と同様のものを利用する。このような実装が可
能なのは Federated Lindaが分散プログラムの３つの

要素を明示的に分けて記述している為であり、具体的
なこれら３つの実装は表 2のようになっている。

表 2 分散プログラムの３つの要素

Local Access Protocol Linda API,

C 言語モジュール
Protocol Engine Python スクリプト
Link Configuration Omni Graffle ファイル,

XML 生成 Python スクリプト

7.1 コンパクトルーティングのアルゴリズム
コンパクトルーティングでは、各ノードがある一定
の範囲の近傍ノードに対しては完全なルーティング情
報を持ち、遠くのノードに対しては Landmarkと呼ば
れるいくつかの選ばれたノードに対してのルーティン
グ情報のみを持つようにすることでルーティングテー
ブルのサイズと更新量を抑える事が出来る。以下にコ
ンパクトルーティングによるルーティングアルゴリズ
ムの全体構造を示す。

アルゴリズムの全体構造! "
[準備]

・XML によりタプル空間同士のネットワークと
Protocol Engineの Link Configurationを行う。

[ルーティングテーブル構築]

・全ノードは自身に近いノード、つまりローカルネッ
　トワークのルーティングテーブルを構築する。
・全 Landmark を求め、全ノードは全 Landmark に対
　するルーティング情報を求める。

[ルーティング]

・宛先は Landmark のアドレスと転送先アドレスの２
　つを持つ
・投入時のローカルネットワークに宛先があるときは
　ローカルネットワークのルーティングを行う。
・それ以外の時、最寄りの Landmark を経由し宛先
　 Landmark へ転送する。# $
7.2 Protocol Engine によるルーティングテー

ブルの構築
Protocol EngineはPythonスクリプトで記述され、
コンパクトルーティングを行う為のルーティングテー
ブルを生成する。ルーティングに必要なテーブルは
ローカルエリアネットワークと Landmark に関する
ルーティングテーブルとなる。

7.2.1 ローカルエリアネットワークの構築
コンパクトルーティングを実装する場合、ローカル
エリアネットワークを構築しなければならない。その


